





土地調?事業研究通訊 = Comparative Study of Cadastral








































                                                  
1 1941 年、南京生まれ。1963 年、徐州師範学院を卒業後、数学教員となる。翌年退職し、建設局などに
勤める。その後、档案館に異動し、館長を務める。2001 年 6 月退職。汪氏は、房産档案館だけでなく、第
二歴史档案館をはじめとする他の公文書館においても、地政関係資料の整理にあたられたとのことである。 
2 江心洲の地籍図は、公佈図・地籍原図をはじめ五種類ある。詳しくは大坪他 2007、pp.125-137 を参照。 
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を持つ業主が登記申請し、審査の結果認められたものが総登記簿に記載された。そして土
地所有権状と分段図が公布された。1937 年 2 月時点で、登記件数は 35,224 件に達した。
また、登記されなかった土地は、土地局の名義で仮登記された。 
総登記が進められていた 1936（民国二十五）年 7 月、地籍図が完成した。地籍図は、1




































       土地所有権巻 
          土地他項権巻（典権・抵押権・地上権・地役権・永佃権など） 
          旗地登記巻 
     原巻   申請建築用地登記巻 
          土地変更登記巻 
          他項権変更登記巻 
          假定登記巻 
 
          査験土地権利書状登記巻 
          補報戦時転移登記巻 
     新巻   他項権利登記巻 
            補登記巻 
          新変更登記巻 
          啓封房屋発還土地巻   ……etc. 
 
汪偽巻  汪偽査験土地権利図状登記巻 
             汪偽転移登記巻          ……etc. 
 
 ◆原蘇淅皖敵偽産業巻 
   1946 年 1 月に設立された蘇浙晥区敵偽産業処理局駐京辦事処（後、中央信託局蘇浙
晥区敵偽産業清理処南京分処となる）が、南京市内において日本・汪兆銘政権らの資
産処理にあたった際の文書。中華人民共和国の成立までに作られた。全 2400 巻。①敵
房巻（1091 巻）、②敵家巻（243 巻）、③敵物（294 巻）、④敵工（35 巻）、⑤偽産（73
巻）、⑥逆産（400 巻）、⑦徳意台韓産（13 巻）、⑧その他（339 巻）で構成される。 
 
 ◆托査巻 







                                                  




冊号 時期 名称 冊名 冊数 
1～3 抗戦前 征収・審字簿  3 
6～16 抗戦前 地籍冊  46 
17 抗戦前 総登記収件簿4 戦前三・四両区所有権登記収権簿 8 
18 抗戦前 総登記収件簿 戦前三・四両区旗地部分登記収権簿 1 
19 抗戦前 総登記収件簿 戦前三・四両区他項権登記収権簿 3 
20 抗戦前 総登記収件簿 戦前二・五両区所有権登記収権簿 6 
23 抗戦前 総登記収件簿 戦前二・五両区他項権登記収権簿 2 
24 抗戦前 総登記収件簿 戦前二・五両区旗地登記収権簿 1 
25 抗戦前 総登記収件簿 戦前一・六両区所有権登記収権簿 7 
26 抗戦前 総登記収件簿 戦前一・六両区他項権登記収権簿 1 
17〔27〕5 抗戦前 総登記収件簿 戦前一・六両区旗地登記収権簿 1 
28 抗戦前 総登記収件簿 戦前七・八両区所有権登記収権簿 2 
29 抗戦前 総登記収件簿 戦前七・八両区他項権登記収権簿 1 
30 抗戦前 総登記収件簿 假定登記土地審査収件簿 2 
31 抗戦前 総登記収件簿 本局（財政局）附社会局・市党部公産
土地審査収件簿 
1 
32 抗戦前 総登記収件簿 附廓区送審土地登記収件簿 1 
33・34 抗戦前 変更登記収件簿  2 
35 抗戦後 登記収件簿 公有土地嘱託登記収件簿 1 
36 抗戦前 総登記収件簿 戦前外国人申請永租権登記収件簿 1 
39～46 汪偽 档案簿  28 
47 汪偽 政転簿  4 
48 汪偽 政転字移転売買登記簿  1 
49 汪偽 日本大使館房屋征収新巻簿  1 
50 汪偽 托査地産図籍簿  1 
51～59 抗戦後 登記収件簿 験字登記収件簿 25 
59 ママ 抗戦後 変更登記収件簿 新外登記収件簿 1 
60 抗戦後 登記収件簿 外国人承租登記収件簿 1 
61 抗戦後 変更登記収件簿 贈与登記収件簿 1 
62 抗戦後 変更登記収件簿 新変登記収件簿 3 
                                                                                                                                                  
を参照されたい。 
4 抗戦前「総登記収件簿」の説明には、冊号 34 を含めて計 40 冊存在するとある。しかし、各冊の説明に
第 34 冊はない（第 34 冊は、抗戦前「変更登記収件簿」にある）。そこで表では、抗戦前「総登記収件簿」
の第 34 冊は削除し、冊数は各冊の説明に従った。 
5  
139
63 抗戦後 登記収件簿 補登記収件簿 1 
66 抗戦後 変更登記収件簿 他項権利登記収件簿 1 
67 抗戦後 登記収件簿 補報戦期移転登記収件簿 7 
70 抗戦後 登記収件簿 他項権利登記収件簿 4 
89 抗戦後 書状給与簿 発還書状簿 6 
90 抗戦後 書状給与簿 転移発給書状給与簿 3 
91 抗戦後 書状給与簿 換発書状給与簿 3 
92 抗戦後 書状給与簿 補発書状給与簿 3 
93 抗戦後 書状給与簿 新変書状給与簿 2 
94 抗戦後 書状給与簿 補登永租書状給与簿 1 
95 抗戦後 書状給与簿 贈与書状給与簿 1 
96 抗戦後 書状給与簿 新他項権利証明書給与簿 1 
97 抗戦後 書状給与簿 他項権利証明書給与簿 1 
98 抗戦後 書状給与簿 劃区書状簿 1 
99 抗戦後 書状給与簿 発給公用公転権状簿 1 
101 抗戦後 産業档案簿 南京市敵偽房地産統計清冊 一式三份
102 汪偽 征収巻档案簿  1 
103 抗戦後 運回档案清冊 敵偽案即中央信託局蘇浙晥区敵偽産
業清理処南京分処已結案清冊 
2 
105 抗戦後 水漢華郭档案簿  1 
106 抗戦後 華郭地籍冊  1 
107 抗戦後 郊区登記処結束清冊  一本二冊
108 抗戦後 収発文帰档字号対照簿 収文帰档字号対照簿 1 
109 抗戦後 収発文帰档字号対照簿 発文帰档字号対照簿 1 
110 抗戦後 収発文帰档字号対照簿 発（収）文帰档字号対照簿 1 
111 抗戦後 収発文帰档字号対照簿 発文帰档字号対照簿 1 
112 抗戦後 産業档案簿 工廠・物資・逆産分類档簿（档案室存） 1 
113 抗戦後 産業档案簿 其他巻宗目録（档案室存） 1 
115 抗戦後 産業档案簿 計偽産・徳義台韓分類档簿 1 
116 抗戦後 収発文帰档字号対照簿 発文帰档字号対照簿 1 
117 抗戦後 装箱档案清冊 南京市地政局第二課登記股運出档案
清冊 
1 
118 抗戦後 産業档案簿 中央信託局蘇浙晥区敵偽産業清理処
南京分処清冊 
一式二份





120 抗戦後 装箱档案清冊 中央信託局蘇浙晥区敵偽産業清理処
南京分処档案総目録（附装箱単） 
1 
121 抗戦後 装箱档案清冊 中央信託局蘇浙晥区敵偽産業清理処
南京市案巻装箱単 
1 
186 抗戦後 重劃区清冊 下関第一重劃区已完領地手続的各戸
名単 
1 
187 抗戦後 重劃区清冊 下関第一重劃区新旧地号面積及未発
給図状清冊 
1 








189 抗戦後 装箱档案清冊 敵偽逆房地産建築図様及估価単存箱
清単（分装八号及九号箱） 
1 











本冊は、後掲の目次にある 1～6 に相当する。全 76 枚。中表紙・目次・序（二種）・説明










                                                  
6 汪智学 前館長のご教示による。 
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◆一枚目（中表紙） 








          
図 1．表表紙 
     
図 2．一枚目（中表紙） 
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 図 3．中表紙左下の朱印Ａ 図 4．中表紙右下の朱印Ｂ  
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           ※「壱肆捌」のみ墨筆   
 
◆二枚目 
 地籍図全 14 冊の総目次となっている。目次は、縦書き全 21 行で、１行目に中央揃え
で「南京市地籍図目次」と書かれている。各項目の番号は、算用数字である。目次の内
容は、次の通りである。 
                                                  
7 ／は改行を示す。以下、これに倣う。 
142
   南京市地籍図目次 
１．馬市長序文 
２．周局長序文 
３．地籍図説明                第一冊 
４．南京市土地登記区域図 
５．南京市第一区地籍分幅総図 
６．南京市第一区地籍図  一至六十九幅 
７．南京市第二区地籍分幅総図 
８．南京市第二区地籍図  一至二〇幅   （以上、第二冊）  ※（網掛け）は推測 
９．南京市第三区地籍分幅総図 
10．南京市第三区地籍図  一至二〇幅   （以上、第三冊） 
11．南京市第四区地籍分幅総図 
12．南京市第四区地籍図  一至二十一幅  （以上、第四冊） 
13．南京市第五区地籍分幅総図 
14．南京市第五区地籍図  一至五十四幅  （幅数からみて、第五～六冊の計 2 冊） 
15．南京市第六区地籍分幅総図 
16．南京市第六区地籍図  一至一二〇幅  （幅数からみて、第七～十二冊の計 6 冊） 
17．南京市第七区地籍分幅総図 
18．南京市第七区地籍図  一至二十三幅  （以上、第十三冊） 
19．南京市第八区地籍分幅総図（一）（二） 
20．南京市第八区地籍図  一至二〇幅    以上、第十四冊 
 
◆三枚目 
















周（湘 土地局）局長による序文が載せられている。序文は、縦書き全 31 行、1 行は 20





















   第一區 東及北均以城牆為界。南以中山〔東〕路、市鐵路、三十四標・戸部街、羊皮
巷、與二區接界。西以中正路・中山路、與五區接界。 
   第二區 東以城牆為界。西以中正路、與五區接界。南以秦淮河為界。北以中山〔東〕
路・三十四標等街、與一區接界。 
   第三區 東及南以城牆為界。西以八間房・木匠営・長楽路・絲市口、沿河至陡門橋・
昇州路・馬巷・天青街等、與四・五両區、北以秦淮河、與二區接界。 




   第五區 東以中山路・中正路・天青街・馬巷、接一・二両區界。南以昇州路至陡門
橋、沿秦淮河至西関頭、接三・四両區界。西以城牆為界。北以草場門・金
銀街・潘家菜園、接六區為界。 




























































  「南京市地籍図／第一区第一幅」と題された地図が掲げられている（地番 1～295）。地
図の内寸は縦 396mm×横 596mm である。縮尺は一千分の一。欄外に、地図の名称縮尺
とともに「中華民国二十五年七月」、「南京市地政局編製」とある（図 7）。なお、九枚目
                                                  









図６．南京市地籍図第一区分幅図      図７．南京市地籍図第一区第一幅 
 




本冊は、目次にある 19・20 に相当する。全 22 枚、「分幅図」（インデックスマップ）2
















































     2007「台湾収集の地形図および地籍図について―その分析・活用と資料的価値
―」『近代東アジア土地調査事業研究ニューズレター』2，pp.121-140． 
田口宏二朗 2008「南京国民政府時期の土地登記と『他項権利』―国史館蔵『土地他項権利証
明書存根』試探―」『近代東アジア土地調査事業研究ニューズレター』3，
pp.9-25． 
国史館審編処（編）2003『国史館蔵史料概述』台北，国史館，318p． 
南京市房産档案館（編）2005『南京市房産档案館指南』南京，南京市房産档案館，141p． 
148
